
　

　日本では年間 5 万人以上の方が心臓外科手術を受け，その数は右肩上がりに増え続けてい
ます．また，早期リハビリテーション加算の対象が，開胸手術後の患者にも拡大されたこと
もあり，理学療法士が心臓外科手術後に理学療法を行えるチャンスが増えました．「心臓」と
いうと，ひるんでしまう理学療法士も多いことと思いますが，社会が後押しをし理学療法士
に期待しています．
　まず金子論文では，心臓外科手術の進歩について詳細に説明していただきました．各手
術の歴史的な変遷から最新の手術まで，図を多く取り入れながら概説いただき，大変わか
りやすい論文となりました．金子氏が普段から実践している流行に左右されない患者の 
QOL を考えた丁寧な手術が垣間みえます．横井論文では，米国では心臓外科医が少なく
なったとまでいわしめる冠動脈インターベンション治療の進歩について大規模研究を踏ま
えて詳しく説明していただきました．また，冠動脈インターベンションにおいて日本のリー
ディングホスピタルである小倉記念病院での心臓リハビリテーション導入プロセスについ
ても紹介いただき，いわゆる「カテ屋」と揶揄される循環器内科医師とともに働く理学療
法士にとっては強い支えになる必読の論文です．渡辺論文では，現在臨床でもっとも問題
となっている高齢者や身体機能障害者に対する心臓外科手術後の理学療法について紹介い
ただきました．理学療法を行ううえでの実施上の注意点について，各種検査結果の値が意
味することや早期離床の効果のメカニズムも紹介いただき，実に臨床的な力作と感じてい
ます．また，櫻田論文では重症心不全に対する左室補助人工心臓（LVAS）について，松尾論
文では心臓移植について，具体的な症例を取り上げたり，症例の特徴を詳細にお示しいた
だきました．日本ではドナー不足の問題があり，今すぐ移植患者が増えることはないと思
いますが，その現状について知っておくことは今後の理学療法にとって重要だと思われま
す．また，その一方で積極的な自己心機能の回復を目指した LVAS の使用が増加している
ことから，櫻田氏の 12 症例の経験から導かれた論文は大変実践的な内容になっています．
　講座「病態運動学―変形・拘縮と ADL」は最終回で，小児疾患について症例紹介を通し
て具体的なアプローチや注意点が述べられており，実践的な内容になっています．さらに
本号から，入門講座「ICF に基づく評価と記録」が始まりました．理学療法士は障害を診
るスペシャリストです．この機会にじっくりと ICF について理解を深めて臨床に取り入れ
ていきたいと思います．
　「カテーテルの神様」と称され，「三万人の心臓を治した男（三輪書店）」で有名な小倉記
念病院の延吉正清病院長は「下手な妥協は死に通ず」と言って弟子たちを指導していると伺
います．また，中津医学校初代校長，大江雲澤は「醫不仁術　務欲為仁（医は不仁の術，務
めて仁をなさんと欲す）」という医訓を残されました．つまり，医療は無条件に善なのでは
なく，悪にもなる．だからこそ医師は常に謙虚に患者のために尽くすべきである，というこ
とです．医療の進歩を目の当たりにしている理学療法士にとっても，同じことがいえると思
います．医療の進歩を敏に捉え，常に時代にあった理学療法を提供すること，そこには一寸
たりとも妥協はなく，常に患者さんのために汗を流す理学療法士の姿があるはずです．
　今回は心臓外科手術やカテーテル治療の進歩を踏まえて，理学療法の現状と今後の展望
について概説していただきました．この号を機に循環器分野の理学療法の可能性がさらに
広がることを楽しみにしています． （高橋哲也）
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